
町
会
長
就
任
の
ご
挨
拶

基

長

本

城

康

至

こ
の
度
四
月

二
０
日
の
総
会
で
　
二
宅
さ
ん
か
ら

町
会
長
の
役
を
引
き
継
ぐ
こ
と
と
な
り
ま
し
た
．

政
め
て

「蓬
茉
町
だ
よ
り
」
を
拝
兄
す
る
と
　
二
宅

さ
ん
が
町
会
長
と
な
ら
れ
た
時
　
私
も
北
部
の
地
域

役
員
を
山
田
さ
ん
か
ら
引
き
継
い
で
い
ま
し
た
。
そ

の
時
は
〓
宅
さ
ん
が
新
任
の
時
だ
っ
た
と
は
　
全
く

思
っ
て
も
い
な
か
っ
た
と
記
憶
し
て
い
ま
す
．

三
宅
さ
ん
は
一人
人
」
と
呼
ぶ
の
に
ふ
さ
わ
し
い
方

で
す
が
　
私
の
よ
う
な
不
熟
で
町
の
こ
と
に
も
疎
い

奴
が
町
会
長
か
と
自
省
し
て
い
ま
す
．

元
来
町
会
は
職
住

一
致
の
方
々
に
よ
っ
て
　
そ
の

歴
史
を
形
づ
く
っ
て
き
た
も
の
で
し
た
。
そ
れ
は
『江

戸
か
ら
東
京
』
へ
と
変
わ
っ
て
も
町
方
の
近
世
史
―

―
市
政
の
底
辺
と
も
言
う
べ
き
市
井
の
具
体
的
な
姿

―
―
そ
の
も
の
と
思
い
ま
す
．

歴
代
の
会
長
さ
ん
で
九
公
務
員
な
ど
誰
も
い
ま
せ

ん
。
ま
し
て
　
若
い
頃
は
年
の

ニ
カ
月
は
沖
で
暮
ら

し
　
五
●
歳
代
は
単
身
赴
任
で
八
年
近
く
町
を
留
守

に
し
て
い
た
身
で
す
．
昨
年
夏
や
っ
と
都
の
行
政
委

員

（漁
業
調
整
委
員
会
）
を
　
多
分
老
害
の
恐
れ
あ

り
，
と
し
て
首
に
し
て
く
れ
た
ば
か
り
で
し
た
の
で

今
は
、
頭
の
切
り
替
え
に
追
わ
れ
て
い
ま
す
．

第 六九 号
平成 17年 7,J20日
発行者 蓬莱 1子 会
編集者 文 化 部

換
言
す
れ
ば
　
件
い
う
ち
は
町
会
に
無
関
心
派
で

現
役
を
退
い
た
後
　
少
し
は
町
会
の
お
ｆ
伝
い
も
し

な
く
て
は
と
　
終
戦
後
に
よ
く
言
わ
れ
た

，
観
的
行

動
主
義
的
な
役
員
を
や
っ
て
い
ま
し
た
　
そ
し
て
理

由
は
ど
う
あ
れ
　
町
会
長
役

へ
と
転
向
さ
せ
ら
れ
た

わ
け
で
す
．

泥
縄
で
す
が
　
副
町
会
長
を
お
願
い
し
た
薔
原
紀

久
子
さ
ん
が

「蓬
来
――――
だ
よ
り

を
先
備
さ
れ
て
い
ま

す
の
で

参
考
に
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
．

矢
張
り
　
町
会
の
自
主
性
と
執
行
部
の
充
分
な
討

議
が
　
私
達
の
テ
ー
マ
と
し
て
引
き
継
い
で
参
つ
た

い
も
の
で
す

が

人
々
の
高
齢
化
は
今
や
町
会
の
活

力
と
運
営
に
ｉ
く
の
し
か
か
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
　
何
か
自
分
自
身
の
た
め
に
も
ス
ロ
ー
ガ

ン
が
必
要
と
思
案
し
て
い
た
と
こ
ろ
　
一、老
い
は
■
の

さ
な
か
に
あ
り
』
と
意
気

粋^
か
）
が
る
御
人
の
言
葉

を
見
つ
け
ま
し
た
。
こ
れ
は
蓬
来
町
の
名
に
ふ
さ
わ

し
い
と
　
　
人
合
点
し
て
い
ま
す
。

″
年
部
は
今
や

『金
の
工
ｒ
一
で
す

私
達
の
次
の

次
の
世
代
の
た
め
に
　
少
し
は
役
立
つ
こ
と
を
し
な

け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
．

戦
後
昭
和
　
八
年
―――，
内
会
禁

―ｌｉ
令
解
除
後
の
町
会

長
を
さ
れ
た
奥
田
実
さ
ん
は
父
の
友
人
で
、
私
が
昭

和
　
九
年
に
水
産
請
習
所
に
入
っ
た
時
の
保
証
人
に

な
っ
て
下
さ
っ
た
方
で
し
た
．
蓬
来
町
に
住
む
よ
う

に
な
っ
た
の
も
奥
円
さ
ん
の
お
世
話
で
し
た
。
昭
和

二
０
年
二
月

一
●
日
の
空
襲
で
　
家
と
越
中
島
の
費

が
同
時
に
焼
矢
す
る
ま
で
は
　
今
の
泰
平
軒
さ
ん
の

横
を
入
っ
た
突
き
当
た
り

現
町
会
倉
庫
の
わ
き
に

昭
和

一
六
年
か
ら
住
ん
で
い
た
の
で
　
昭
和

一五
年

以
降
と
合
わ
せ
随
分
永
く
町
の
お
世
話
に
な
っ
て
い

た
わ
け
で
す
。

思
い
出
す
と
　
Ｂ
２９

一
機
に
四
〇
発
そ
の
ｒ
弾
計

一
五
■
●
発
を
も
っ
て
　
町
を
焼
Ｌ
と
化
し
た
Ｍ
６９

油
脂
班
束
弾
．
そ
し
て
灼
熱
の
大
火
災
風
の
た
め
に

佛
と
な
ら
れ
た
人
々
の
様
は
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
未

だ
に

一」
ん
畜
上
め

，
が
時
々
頭
を
も
た
げ
る
も
の
で

す
。余

談
は
さ
て
お
き
　
昭
和
一
　

年
の
開
都
五
〇
〇

年
誌

（大
田
道
濯
が
江
戸
を
開
い
て
か
ら
）
に
よ
れ

ば
　
延
享
　
年

（
一
七
四
五
）
■
社
奉
行
支
配
の
■
社

門
前
町
は

町
本
行
支
配
に
編
入
さ
れ

円
前
町
の
名

■
は
俗
に
円
前
名
■
と
呼
ば
れ

新
参
者
扱
い
で

場

ヽ
来
の
小
町
が
多
か
っ
た
か
ら
　
自
然
他
よ
り
も
ド
に

■
ら
れ
た
と
か
。
歴
史
的
に
は

こ
の
辺
り
か
ら
蓬
来

町
の
出
来
を
考
え
る
必
要
が
あ
り
そ
う
で
す
．

ま
た

ネ
府
は
町
人
階
級
を
定
め
、
町
人
の
自
治
組

織
を
利
用
し
て
　
江
戸
の
市
政
を
や
っ
て
い
た
の
で

町
火
消
に
し
ろ
上
水
な
ど
の
町
方
の
費
川
負
●
は
人

変
だ
っ
た
そ
う
で
　
江
戸
っ
子
は
好
ん
で
祭
礼
の
盛

大
さ
を
競
っ
た
た
め
　
そ
れ
に
要
す
る
費
用
も
東
大

で
　
各
町
内
の
悩
み
の

一
つ
で
あ
っ
た
と
か

池
田
暉
さ
ん
が
ま
と
め
て
下
さ
っ
た
町
史
に
　
明
治

五
年
に
蓬
業
町
が
生
ま
れ
た
記
述
が
あ
り
ま
す
。
明
治

四
年
の
戸
籍
法
の
発
布

廃
薔
置
県
の
断
行

そ
し
て
明

治

一　
年
の
い
わ
ゆ
る
●
新
法
（郡
区
町
村
編
制
法

府

県
会
規
則

地
方
税
規
制
）
の
発
布
を
も
っ
て
東
京
府
が

五
区
六
郡
に
改
編
さ
れ
た
な
か
の
　
一
コ
マ
で
し
た

笑
わ
れ
そ
う
で
す
が
　
改
め
て
近
世
史
を
勉
強
さ
せ

ら
れ
ま
す
．
た
だ

平
ホ
思
う
こ
と
は

私
ｔ
は
与
え
ら

れ
た
自
由
の
中
で
く
ら
し
て
い
る
と
い
う
失
感
で
す

明
確
な
こ
と
は

町
会
の
使
う
自
主

自
治
と
行
政
の
使

う
自
主

自
治
の
狭
間
に

町
会
執
行
部
が
存
在
し
て
い

る
こ
と
だ
と
考
え
て
い
ま
す
．

今
回
の
執
行
部
は
歴
代
中
も
っ
と
も
少
人
数
だ
と
思

い
ま
す
が
、
精
々
頑
張
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で



町
会
諸
質
の
ご
協
力
宜
し
く
お
願
い
中
し
上
げ
て
ご
挨

拶
と
致
し
ま
す
。

池
田
編
集
長
さ
ん
か
ら
　
少
し
長
く
書
け
と
の
ご
指

示
に
従
い
ま
し
た
が
　
駄
文
お
許
し
ド
さ
い
．

“
年
　
１０
／
４
　
部
長
会
　
上
半
期
活
動
報
告

ド
半
期
活
動
資
受
領

１０
／
５
　
祭
礼
慰
労
会
　
　
　
　
常
瑞
寺
会
館

‐０
／
‐２
　
定
例
役
員
会

１０
／
２４
　
向
ｌｉ
地
区
町
連
合
ま
つ
り誠

之
小
学
校

１‐
／
２
　
向
丘
地
区
町
連
合
会
長
送
別
会

地
域
セ
ン
タ
ー

「
／
２
　
定
何
役
員
会

１１
／
詢
　
新
潟
中
越
地
震
義
掃
金

蓬
莱
町
　
０
二
万
円

青
少
年
対
策
向
丘
地
区

ケ
ー
キ
作
り
　
　
　
　
第
六
中
学
校

定
例
役
員
会

２３
日
ヽ
２９
日
　
歳
末
警
戒

駒
込
警
察
署
武
道
初
め
式

文
京
区
町
会
連
合
会
新
年
会

区
民
セ
ン
タ
ー

定
例
役
員
会

次
期
町
会
長
選
考
委
員
会

町
会
お
汁
粉
会
　
　
　
　
真
浄
ｔ
前

定
例
役
員
会

駒
本
小
学
校
卒
業
式

３
／
２６
　
支Ｈ
部
活
動
費
決
算
報
告
　
常
瑞
一〓
ム館

４
／
７
　
部
長
会
　
平
成
１７
年
度
Ｌ
半
期

活
動
資
各
部
へ
配
布

４
／
１２
　
定
例
役
員
会

新
会
長
　
新
役
職
員
決
ま
る

４
／
詢
　
蓬
求
町
会
定
期
総
会

５
／
３
　
つ
つ
じ
祭
り
警
価

５
／
４
　
つ
つ
じ
祭
り
け
酒
茶
屋
　
設
営

５
／
９
　
市
少
年
対
策
向
丘
地
区
委
員
会

向
丘
地
域
セ
ン
タ
ー

５
／
ｍ
　
文
京
区
合
同
消
防
防
水
演
習
見
学

教
育
の
森
公
同

５
／
１２
　
定
例
役
員
会

５
／
‐３
　
●
少
年
対
策
向
丘
地
区
委
員
会

向
丘
地
域
セ
ン
タ
ー

５
／
１７
　
新
潟
県
魚
沼
市
長
よ
り

蓬
業
町
会
に
感
謝
状
授
与

５
／
２０
　
文
京
区
長
会
連
合
会
　
区
民
セ
ン
タ
ー

５
／
８‐
　
第
六
中
学
校
一ふ
れ
あ
い
タ
イ
ム
」

“
年
　
Ｈ
／
２２
　
２２
～
Ю
日
　
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
交
通
安
全

キ
ャ
ン
ベ
ー
ン
　
街
頭
指
導

‐７
年
　
１
／
７
　
詢
込
交
通
安
全
協
会
新
年
会
　
弥
生
会
館

．
／
２９
　
慰
労
会
　
　
　
　
　
　
　
　
　
魚
邦

３
／
２．
　
駒
込
交
通
安
全
協
会
理
■
会

駒
込
警
察
署

●
／
５
　
５
～
“
日
ま
で
全
国
交
通
安
全
週
間

街
頭
詣
導

４
／
“
　
駒
込
交
通
安
全
協
会
理
事
会

駒
込
警
察
ツ

５
／
判
　
駒
込
交
通
安
全
協
会
定
期
総
会

弥
＋
会
館

‐６
年

　

Ｈ
／
７
　
防
災

コ
ン
ク
ー
ル
　
都
立
向
丘
高
校

‐２
／

ら
　
２３
～
”
日
ま

で
　
歳
末
夜
警

‐６
年
　
１０
／
１
　
赤
い
羽
根
募
企
　
一
ｔ
ｔ

四
●
●
ロ

‐０
／
‐２
　
木
郷
消
防
署
防
火
女
性
部
視
察
研
修

東
海
オー
ア
ト
ム
ワ
ー
ル
ド

Ю
／
‐５
　
一
六
年
度
女
性
防
火
組
織
幹
部
研
修
会

本
所
消
防
署

１０
／
Ｂ
　
一父
通
安
全
運
動

溜
嘉
交
番
付
近
ス
テ
ッ
カ
ー
＝
り

Ю
／
”
　
文
京
区
赤
卜
●
奉
■
日

応
急
教
穫
識
習
公
シ
ビ
ツ
ク
セ
ン
タ
ー

Ｈ
／
‐７
　
駒
込
母
の
会
研
修
見
学
会

警
視
庁
交
通
筍
制
セ
ン
タ
ー

ロ
／
い
　
Ｈ
赤
十
仕
活
動
　
　
　
み
ど
り
の
郷

華
道
ク
ラ
ブ
手
伝
い

１．
／
２５
　
文
京
区
青
少
年
間
違
団
体
交
流
会

シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー

平
成
卜
六
年
―
月
か
ら

平
成
卜
七
年
五
”
ま
で

‐２
／
‐２

‐２
／
‐２

‐２
／
２３

‐７
年
　
１
／
６

・
／
‐３

２
／
１４

２
／
２４

３
／
６

３
／
‐４

３
／
２５

‐６
年
　
１０
／
８

１０
／
「

‐２
／
２３

‐７
年
　
１
／
２‐

２
／
ハ

３
／
２‐

５
／
２７

文
京
四
署
地
域
安
全
の
つ
ど
い

後
楽
園
ホ
ー
ル

全
国
地
域
安
全
運
動
工
勁

大
観
音
児
童
遊
園

”
、
２９
日
ま
で
　
歳
末
夜
警

駒
込
防
犯
協
会
新
年
会
　
　
東
大
紅

印
４
防
犯
製
ム全
尖̈
奎
¨
詢
込
仔
電嘗

春
の
地
域
安
全
運
動

街
頭
キ
ャ
ン
ヘ
ー
ン

コ
＾
防
犯
協
苓
″
範
饗
霊
ム　
一コ
一ム
警
黎

，
「



‐２
／
・
　
‐
～
Ю
日
歳
木
地
域
助
け
合
い
場
金

二
Ｉ
ハ
〓
●
０
日

ご
協
力
有
難
う
御
ル
い
ま
し
た
。

本
郷
清
掃
〓
業
協
会

支
京
区
赤
十
字
本
仕
団
役
員
会

婦
人
部
会

新
年
会

文
京
区
赤
十
字
奉
仕
ｍ
宿
泊
研
修
会

つ
つ
じ
祭
り
婦
人
部
総
会
　
根
滓
神
社

文
京
区
赤
卜
字
奉
仕
団
東
京
支
部

赤
卜
字
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

清
掃
事
業
協
力
会
　
施
設
見
学
会

中
央
清
掃
工
場

文
京
区
赤
十
字
本
社
団
会
議

シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー

赤
卜
字
奉
仕
活
動
　
献
血本

郷
郵
便
局

赤
卜
宇
奉
仕
日
向
に
分
団
会
議

向
丘
地
域
セ
ン
タ
ー

防
犯
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

赤
十
年
奉
仕
活
動
　
く
す
の
木
の
郷

沈
建
物
た
た
み

駒
込
母
の
会
連
絡
会
議

‐２
～
‐５
日
交
通
安
全
街
頭
指
導

駒
込
母
の
会
　
高
齢
者
交
通
指
導
員

辞
任
式
　
　
　
　
　
　
駒
込
警
察
署

婦
人
部
総
会

つ
つ
じ
祭
り
片
酒
茶
屋
　
当
番

（‐７
名
参
加
）

つ
つ
じ
祭
り
＝
洒
茶
屋
　
手
伝
い

赤
十
■
募
企

・
た
六
件
　
一
八
四

八
●
０
円

ご
脇
力
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
．

赤
十
字
奉
仕
活
動
　
く
す
の
木
の
郷

洗
濯
物
た
た
み

ル
花
吹
雪
く
千
鳥
が
淵
の
賑
わ
い
に
　
　
　
福
山
　
千
重

友
の
弾
く
人
正
琴
や
社
丹
雪

亀
鳴
く
と
聞
い
て
ペ
ッ
ト
に
耳
澄
ま
す
　
船
橋
　
小
糸

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
歌
そ
の
ま
ま
に
赤
白
貨

文
つ
け
し
風
船

一
つ
空
の
旅
　
　
　
　
　
岡
田
　
栄
子

拝
啓
の
後
が
続
か
す
本
炉
礎

ビ
エ
ロ
よ
り
風
船
も
ら
う
遊
同
地
　
　
津
久
丼
う
さ
ぎ

鶯
の
今

一
声
に
耳
澄
ま
す

掛
け
軸
の
四
４
子
古
し
梅
若
忌
　
　
　
　
三日
本
　
柿
寿

百
■
の
風
船
児
ら
の
夢
の
せ
て

折
り
紙
は
始
め
三
角
春
の
昼
　
　
　
　
　
彦
坂
つ
ぐ
を

四
Ｈ
日
は
話
に
咲
か
す
桜
か
な

か
げ
ろ
う
に
溺
れ
行
く
身
の
あ
り
ど
こ
ろ
　
武
川
と
し
を

四
万
卜
川
の
流
れ
に
添
う
て
花
遍
路

踏
ん
切
り
の
つ
か
ぬ
¨
寒
四
温
か
な
　
　
■
Ｌ
　
出
雄

白
魚
の
今
日

一
日
を
泳
が
せ
り

退
院
の
妻
の
微
笑
む
万
愚
節
　
　
　
　
　
小
野
　
向
雪

紙
風
船
今
も
富
山
の
薬
売
り

二
人
去
り
ふ
ら
ふ
こ

一
つ
将
れ
の
こ
る

鼻
に
来
て
言
葉
つ
ま
ら
す
摺
り
わ
さ
び
　
池
日
　
市
北

四
畳
十
下
張
り
破
れ
て
荷
風
の
忌

ピ
ー
ド
ロ
の
瓶
杏
光
を
屈
析
す

蓬
栞
町
会
　
平
成

一
七
年
度
事
業
計
画

呑

・
秋
　
一父
通
安
全
週
間
　
　
　
父̈
通
部

〃
　
　
地
域
安
全
週
間
　
　
　
防
犯
部

″
　
　
防
災
予
防
週
間
　
　
　
防
火
防
災
部

五
　
月
　
つ
つ
じ
祭
＝
酒
茶
屋
協
力婦

人
部

」ハ
　
月
　
定
期
総
会
開
催

本
郷
清
掃
事
業
協
力
会
　
優
良
者
表
彰

帰
人
部

一八
　
月
　
盆
踊
り
大
会
　
　
　
　
文
化
部

二
月
　
歳
末
特
別
警
戒
　
夜
警
実
施

防
犯
部

・
防
災
部

役
員
及
び
有
志

一
　

月
　
餅
つ
き
大
会
　
　
　
　
文
化
部
　
婦
人
部

役
員
及
び
有
志

そ
の
他
　
定
例
役
員
会
　
　
　
　
役
員
全
員

部
長
会
　
　
　
　
　
　
町
会
長
が
招
集

盆
踊
り
大
会
準
備
　
　
準
備
実
行
委
員
会

区
報
配
布

（年
２４
回
）
連
絡
委
員
会

蓬
来
町
だ
よ
り
配
布
　
池
田
暉
編
集
委
員

文
化
部

小
学
校
新
入
学
児
生
　
成
人
式
　
お
祝
い

文
化
部

募
金
活
動
　
年

一回
　
婦
人
部

敬
老
の
日
　
天
ぶ
ら
会

（海
蔵
寺
）

婦
人
部

根
津
神
社
三
●
０
年
祭
準
備
委
員
会

文
化
部
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／
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‐２
／
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番量B
康 明①

(単位 1円 )

蓬 菜 町 会
平成 16年度収支決算報告書

決算期間 自 平成 16年 4月 1口 ～至 平成 17年 3月 31日 まで

積立金等残 ¥6000m     平
撃」 奢 準l,Tを 上記の通 り報告いたします   町会長 三 宅

会 計 竹 中
平成 16年度決算は監査の結果正確に処理されていることを.Iし ます

監 査 川 村

平成 17年度収支予算計画書 (案 )

決算期間 自 平成 17年 4月 1日 ～奎 平成 18年 3月 31口 まで

平
零」 1テ4星霙習l上記の通りご提案いたします 署会『 吊 言 奏 量日

蓬
莱

町
会
新
役
員
人
事

（敬
称
略
）

＾
ム
　
長
　
本
城
　
康
下

副
会
長
　

，日
本
　
．〓
　
　
ｉ
Ｆ
紀
久
十
　
人
畑
　
消
心

＾
，

　
計
　
泄
口
　

，
男

監
　
事
　
竹
中
　
■
之

連
絡

，
■

総
　
括
　
池
田
　
秀

，

南
　
部
　
■
江
　
頼
治
　
　
川
瀬
　
オ
孝

中
　
部
　
面
―――
キ
恵
子
　
　
川
村
　
燎
明

北
　
部
　
五
十
風̈
Π
出
”
　
　
中
■
　
行
雄

部^
　
長
）
　

　

（副
部
長
）

総
務
部
　
坂
本
　
ヽ

一

交
通
部
　
一同
木
　
喜

一

防
災
部
　
中
高
　
行
雄
　
　
小
林

　
一
雄

防
犯
部
　
瀧
口
　
迪
策
　
　
小

―――
　
　
降

文
化
部
　
大
畑
　
清
心

池
田
　
　
障
（ｔ
ヽ
町
だ
よ
り
編
集
委
員
）

青
年
部
　
一二
宅
　
秀
明
　
　
加
藤
　
美
次

婦
人
部
　
藤
関
　
方
江
　
　
常
川
　
●
子

坂
本
　
辛
イ

向
丘
地
区
町
会
連
合
会
役
員
　
　
　
　
池
“
　
秀
男

文
京
区
青
少
年
対
策
向
丘
地
区
委
員
　
中
島
　
行
雄

前

回

の
六
卜

八
号

が
出

て
か

ら

十
年

の
余

が

過
ぎ

ま

し

た

。

そ

の
問
　

町
会

役

員

の
改

選

が

あ

り
新

会

長

と

し

て

本

城

康

至

氏
が

選

―――
さ

れ

ま

し

た

。

近

頃

の
世

和

は
　

ど

こ
ど

う

問
違

っ
た

の
か

　

■

を
た

い
た

く

な

る
出

来
事

が

多

発
し

て
い
ま
す
。

「速

い
規
成

よ
り
近

い
他
人
」
と
言

わ
れ

た
良

Ｆ

も

影

が
古

れ

る
咋

今

で
す

　

町
会

と
こ

う

組
織

も

時

の
流

れ

と

共

に
変

転

し

て

い
ま

す

が

　

平

た

く

言
え
ば

ご

近
所

の

つ
き
０

い
を

通

じ

て
お

互

い

に
住

み
心
地

よ

い

環

境

を

作

る
為

の
共

同

体
だ

と

思

い
ま

す

．
本

城

さ

ん

は

状

●

文

に
も
有

る
様

に
当

町
会

と

の
継

も

深

く
　

意

欲

的

な
ホ

リ

シ
ー

を
持

た

れ

て

い
ま

す

。

こ
れ

か

ら

も
‐―――
会

ユ

の
多

く

の
方

の
参

加

と
応
援

を

お

願

い
ま

し
ま
す

Ｘ

「本
郷
台

に
咲

い
た
焼
け
跡
文

化

の
花

一の
そ

の
二
は
　
紙

前

の
都

合

で
今

回

は
ヽ

載

―――
来

ま

せ
ん

の
で
悪

し
か

ら
ず

ご

ｒ

示

下

さ

い
。
今

年

の
極

”

は

イ

レ
ギ

ュ
ラ
ー

で
各

地

で
色

々
な

文

Ｌ

を
来

し

て
お

り

ま

す

．

会

■

の
皆

様

も

体

調

に
ご

７

意

ド

さ

い

締
年
委
員
　
　
本
城
康
至

　
　
―――
岡
　
裕

　
　
一日
本
喜

人
畑
清
心
　
　
池

円
　

暉

llX 入 の ヨ
`

支 出 の 部

勘 定 科 目 金  額 摘 要 勘 定 科 日 金  額 摘 要

前 期 総 越 金 1009200 総務部

担 当

渉外費 310450 vt外 資 慶弔費

町 会 会 費 ]604600 会員数   357名 会議贅 314698 総会 定例会 部長会

区 助 成 金 等 538448 区 助 成 金  171228
リサイクリレ  215720
区 報 配 布  151500

備品費他 165415 通信連絡費 事務費 友の会助成

防 II 部 費 53,750

文 化 部 費 530327

預 金 利 息 694 婦 人 部 賣 305510

雑  収  入 24650 青 年 部 賣 30000

交 通 部 費 87420

防火防災部費 92925

予備費及積立金 0

剰  余  金 1306899 積 立 金  500,000

次 lllへ 繰越  806899

合   計 3197394 今期実収入の合計 2188392 合   計 3197394 今期経費合計 1890495
掌今卸今到金  297897

収 入 の 吉3 す 出 の 部

勘 定 科 曰 金  額 摘 要 勘 定 科 目 金  額 摘 要

前 期 操 越 金 806899 総
務
部
担
当

渉外資慶弔資 250000 総務部19当 計800oOl

町 会 会 費 1400000 会 議 責 300000
区 助 成 全 530000 事務連絡費他 250000

防火防災部費 120000

防 犯 部 費 120000

文 化 部 費 250000

婦 人 部 責 400000

交 通 部 責 120000

青 年 部 贅 30000

予  備  賣 896899

合   計 2736899 合   計 2736899


